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瀬戸川層群からの深海性底生有孔虫化石群集

北  里     洋*

(1980年 9月 1日受理)

は じ め に

静岡県中部地域に北東―南西方向に細長く分布する

峰百り|1層群は主に泥岩,砂岩泥岩互層からなり,チ ャ
ート,塩基性火山岩類のプロックを伴なう混在岩帯を

=に爽む地層群である・本層群は地層中に鍵層が少な

:ま た化石の産出に乏しいことなどの理由から層序・

■質構造がわかりにくく, したがってこれらの地層が

つ`どこでどのように堆積したかという堆積環境の復

モはほとんどなされていないのが現状である。最近に

■り,瀬戸川層群とやはり同様の問題を抱えていた四

=の
四万十層群についてプレートテクトニクスに基づ

〔堆積モデルが提出され (平ほか, 1979), 西南日本

ミ等のこのような地層がいわゆる付加体堆積物である

こして考えられるようになってきた。しかし堆積の場

を復元するための直接的な証拠は少なく,そのイメー

′
‐
は不鮮明なままである。

筆者は静岡県島田市北方の瀬戸り|1層群の混在岩帯中

・lF_岩より多数の底生有孔虫化石を発見し, これを検

おした結果,混在岩を構成する地層の堆積環境を推定
する上で有用と思われる資料を得たので報告する・

本稿では有孔虫を産する露頭の記載をおこない,ま

■底生有孔虫化石群集の概要と産状を含めてのべる・

露 頭 の 記 載

底生有孔虫化石を産する露頭は静岡県島田市千葉,

仁情寺南方400mの 県道沿いである (Fig。 1).露頭に

ないて地層は N20° E55° NWの 走向・傾斜で hOmo―
亜mlに重なり,ス ランプ・断層は観察されない。地
●D厚さは露頭でみられるかぎり30mで ある (Fig.

2).地層は暗灰緑色の凝灰質泥岩からなり, 石灰質

団塊,ハ ンレイ岩,暗緑色ノジュールを含む。露頭の
スケッチを Fig.3に 示した。以下に岩相および含ま

れる岩塊の岩質の記載をおこなう。

凝灰質泥岩 : 塊状の暗灰緑色凝灰質泥岩である・

粒子は細粒であるが,0.5 nlm大 の自形の斜長石結晶

が層理面方向に密集して産することがある。顕微鏡下

で,泥岩は細粒シルトであり,少 し粗い粒子として石
英,斜長石,蚊紋石, クロムスピネルなどの鉱物片,
および玄武岩片よりなる(Pl.26,la).石 英,斜長石は

自形の結晶そのまま,あるいは非常に鋭利な角を持つ

角ばった破片であり,ま たクロムスピネルは紡錘形の

ころころとした自形に近い形をしている。これらの粒

子の形は泥岩を形成している砕屑物がごく近くから供

給され,あまり運搬されていないことを示している・

また蛇紋石, クロムスピネルを含むことから,泥岩の

原岩が超塩基性岩あるいは塩基性岩であることが推定

できる・

ハンレイ岩 : ハンレイ岩は 2-15 cm大のサイ
コロ状の角礫として凝灰質泥岩中に散在する。顕微鏡

下でハンレイ岩は0.2～0.3 rrlm大の斜長石,角閃石
より構成され,微ハンレイ岩で ある (Pl.26,lb)。 二

次鉱物として緑廉石,緑泥岩が多量にできており,ハ
ンレイ岩は緑色片岩相の変成作用を受けている・

石灰質団塊 : 石灰質団塊は偏平な回転楕円体をし

ており,長径は3～ 30 cmの範囲でいろいろある.多

くは地層の層理と平行であるが,い くつかは層理面と

斜交し,ま た角礫状のものもある・顕微鏡下では石灰

質団塊は等粒状の微細な方解石の集合として見え, ミ

クライトである (Pl.26,lc).方解石以外には微細な

石英,斜長石を含む.石英,斜長石は角がとれた丸い

形態のものが多く,粒子のへりはギザギザになってい・ 静岡大学理学部地球科学教室
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Figure I . Map showing the sampling locality of benthonic foraminiferal fossils (X).
Map uses the part of topographic map "I6yama" ( 1 : 50000) published from the
Geographical Survey Institute of Japan. Dotted area in the righthand map shows

the distribution area of the Setogawa Group.
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Figure 2 . Route map and geologic columnar section of the outcrop which yields the

benthonic foraminiferal fossil.
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Figure 3 .

る。このことは, これらの粒子が遠距離を運搬されて

きていることを示している。またわずかに植物片を含

む。石灰質団塊の露頭における産状および構成粒子が

まわりの泥岩のものと全く異なることから考えると,

コ塊は他の場所で形成され,地層中には礫として入っ

ていることになる。

暗緑色ノジュール : 暗緑色ノジュールは球形から
やや偏平な回転楕円体をしており,直径は 4～ 12 cm

D範囲内であるが 6～ 8 cmの 径をもつものが多い・

=頭
において露出面 l m2当 り1個の割合でその長軸

を層理面と平行に産する。またその産出はこの露頭で

猥察される層序の中位以上に限られる。ノジュールの

表面は平滑であるが,イ ボ状突起が発達した個体もあ

る・断面では,中心に 3～ 10 mm大の緑色凝灰岩の

まを持ち,そのまわりに同′らヽ円状に薄葉理がとりまい

ている (Pl.26,ld).ま たノジュール縁辺部にも核と

司じ緑色凝灰岩が捕獲されていることがある・このこ

とはノジュールが緑色凝灰岩がまわりにある状態のと

きにはぼ生長をとげていたことを示している・顕微鏡

下で葉理は赤褐色帯と緑色帯との互層であり,おのお

つの帯の横への連続性はよい (Pl.26,lc).緑色帯には

管状の砂質有孔虫の断面が多数観察される。それに対

し,赤褐色帯には有孔虫はほとんどいない・核をなす

緑色凝灰岩は緑色の火山ガラスを主体とし,斜長石お

よび石英の自形の結晶を含む (Pl.26,lf).ノ ジュール

D化学分析値を Table lに示す。S102が 76.00%と

□
|::::|:)  

‐

Sketch of the part of the outcrop.

多 く,A1203,Fe203,FeOが それに次 ぐ・ H20+も

多い。Mnoも 0.15%含 まれており,浅海堆積物中の
Mn含 量がわずか 10 ppmで あることと 比較すると

多い。しか しマンガンノジュールとしては極端に少な

い・ 上述の断面構造はマンガンノジュールのものと酷

似 している。 おそ らく暗緑色 ノジュールは マンガン

ノジュール である 可能性が 大 きく, ノジュール中の

MnO含 量の少ないことは,Mnが 極めて動き易い元
素であることを 考慮すると, 地層中で Mnが ノジュ
ールよりほとんど溶脱 したと考えることができる。化

学分析値と薄片のポイントカウントか ら体積ノルムを

Table l . Chemical composition of the dark

green coloured nodule (analyst: Dr. T.

Tiba)・

Si02      76.00%

T102       0・ 65

A1203     7.21

Fe203      2.90

Fe0        2.71

Mn0        0.15

M90        1.58

Ca0        0.52

la20       1・ 05

K20        1・ 50

H20+       3.65

H20‐        1・ 80

P205       0・ 06

99.78%
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Table 2. Norm of the dark green coloured
nodule calculated from both the chemical
composition and the point counting of
thin section.

有 孔 虫 化 石

地層からの有孔虫化石の検出は次の方法によった_

凝灰質泥岩は約 3%の フッ化水素酸に30分ひたし,≒
土化した試料を200メ ッシュの標準節を用いて水洗し

節上の残澄を乾燥させ検鏡した・またハンレイ岩 =
礫,石灰質団塊は表面を,暗緑色ノジュールは葉理 [

沿ってはがした面を約 3%の フッ化水素酸で5～ 10■

エッチングして表面に付着している有孔虫遺骸を双著

実体顕微鏡下で観察した。

有孔虫化石は泥岩より8属 5種,暗緑色ノジュー

より3属,ハ ンレイ岩,石灰質団塊表面より1属が=
れぞれ産出した・ 産出種の リストを Table 3:こ 子

す・泥岩より産する 有孔虫はαο″οψJ″ ″″ゴαた

(JOHNS and PARKER),R′
"あ

α″″οグ%′οsαs BRADヽ

のσ′α″″J″α σα″
“
′′αια BRADY,A″″0′おο″s sp.

″″れ″″μ″οグルs spp.を産し, Bα
`り
Sをみο″Sp.

Tο′y′″ ″ルクSp.,Lι %οι%らα sp.な どを伴なう。■

て砂質有孔虫であり,ま たその生活様式は泥中に偽ミ

を張って生活するものが多い。暗緑色ノジュールかi

は ″″が,たα″α″″′″α sp., Tοみ′απ″J″α Sp_
ιルπο″ια sp.を産する。その中でもんJ`Zο ttια sp

が圧到的に優勢である。これらの有孔虫は硬い竹 1

付着して生活する付着性有孔虫であり, L′ι″ο″″に

T砒炒απ″′″α は特にマ ンガンノジュールを好毛
(DuGOLINSKY ιι α′。, 1977).ノ ジュール表面にr

ける有孔虫の産状を Fig.5に示す・有孔虫の産出
「
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計算した結果を Table 2`こ 示す。本来火成岩のため

のノルムを堆積岩に適用するために無理もあるが,ノ

ジュールは60%近い石英と斜長石,緑泥石,絹雲母か

らできている。石英はほとんど砂質有孔虫の殻壁に由

来することから,ノ ジュールは有孔虫が体積にして60

%近 くを占めていることになる・

以上の観察結果を総合して,堆積当時の海底を復元
したのが Fig.4である.細粒シルトの海底にハンレ

イ岩,石灰質団塊の礫が散在し,マ ンガンノジュール

がその場でゆっくりと形成されている様子を描いた。

一．
□ s・ltstT困襦 計

日 躙ぽ □ (器諸
Figure 4. Figure showing

deposition of the dark
the infered view of the ocean floor at the time of

grayish green coloured siltstone.
Fi〔
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lable 3 . List of benthonic foraminifera. Aste-
risks show the attached foraminifera.

S I LTSTONE

Eathgsiphon sp.
Amrcdjscus sp.
Glonospira charoides (Jones & parker)
G. gordiaris (Jones & Parker)
G- sp.

*Tof gpamina sp.
*Lituotuba sp.
Reophax nodu-7osus Brady
R. sp.
Rzchekj.nidae gen. slr. indet.
Ha p-lo phragrci des subg_Iolrosum (Sals)
H. sp A-
H. sI
Cgcfamina cancel-lata Brady

Yn- N0DULE
*Hcnisphaerami na sl .
*Tofgpamina sp.
*Ljtuotuba s[).

GABBR0 and Calc. NODULE
*Sagerina si.

i:gure 5 . The occurrence of the agglutinated
foraminifera in the dark green coloured
nodule. Narrow lube is Lituotr&a sp. Wide
lube is Tollpamnrina sp.

Figure 6. Trace of Sagerina sp. attached on
the gabbro breccia.

度は 100～ 150個体/1 Cm2である・ハンレイ岩角礫 ,

石灰質団塊の表面には Sα多″722α sp.の 付着した跡が

観察される (Fig.6)・ Sα g′ r′″αは地層に対して礫の

上面にのみ付着している。

Figure 6で種名の頭に星印を付した種類が付着性

有孔虫である・暗緑色ノジュール,ハ ンレイ岩,石灰

質団塊には付着性有孔虫のみを産し,泥岩からは泥中

は偽足を張って生活する有孔虫が多く産出する。これ

は海底において礫として存在しているハンレイ岩,石
灰質団塊,暗緑色ノジュール上ではイ」着性有孔虫が生

活し,軟かい泥底には泥中に偽足を張って生活する有

孔虫がいるという生活様式のちがいにもとづく生活場

所の違いがそっくり残されていることにほか な らな

い .

これらの有孔虫化石は,現在の太平洋で3000m以深
の水深に多く生活している種類であり (KITAZATO,

1979), また全て砂質有孔虫であることから, 瀬戸川

層群の泥岩より産する有孔虫化石群集はCCD以 下の
深海性群集であるh」能性が高い

地 質 年 代

泥岩より産する放散虫化石より, 泥岩の堆積年代

を推定 する 放散虫化石は のだ
`ο

σψ S′″α
`′

′′″′′α

(HAECKEL), C・ εο′,2″● (HAECKEL)が多産し,
S`た んοεοり sど′み″ο″′ι22sノs(CAMPBELL and CLARK),

Cαψοεα″Js`″
`,″
spp.,Cα /οりε′′″α sp A をともな

う これらの産出種の生存期間から, この泥岩の堆積
句iイ はヽ Ricdel d Sanfllippo (1978)σ )3、″′οεαプ)sa′″α

′ι′′α′′″α ZOneま ノこは S`′ε72οεο′、,Sノ′′〃′ο″
`′

22s′s Zone

に相当し,前期中新世である。

ま と め

瀬戸川層群混在岩帯の一露頭を記載し,そ こから産

する底生有孔虫化石について産状を合めて群集内容の

検討をおこなった

地層の主体をなす凝灰質泥岩は超塩基性岩ないしは 、ヽ、_
塩基性岩を原岩としており,泥中に散在するハンレイ

岩角礫はおそらく泥岩と同起源の岩体からもたらされ

たものである 石灰質団塊は鉱物組成,粒子の形態が
凝灰質泥岩と全く異なり, また露頭におけるブロック

状の竜状から他の場所で作られたものがこの場に運ば

れ礫となっていると考えられる 時緑色ノジュールは
内部構造の類似から恐らくマンガンノジュー ルで あ

る。ノジュールのイL長は緑色火山灰が底質の際ほとん

Iヽ

Sr

S:

r/ :l

´
´
　

〓
１１‐
　

一
一

0.5 mm
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どなされている。しかし,泥岩中でノジュールがその

長軸を層理面と平行させている産状を示すことから,

ノジュールは礫として他の場所からころがり込んでき

たものではない・ したがってこの場でも in situでぁ

ったと考えられ,ノ ジュールの最外殻部は生長を続け

ていたと思われる・

泥岩,ハ ンレイ岩角礫,石灰質団塊の表面およびマ

ンガンノジュールより,12属 4種の砂質有孔虫が産す

る。当時の海底で硬い底質を提供していたと考えられ

るハンレイ岩角礫,石灰質団塊およびマンガンノジュ
ール上には付着性有孔虫を, また泥岩からは泥中で自

由に生活する有孔虫をそれぞれ産し,化石化される前
の生活様式の違いが残された群集である・産出する有

孔虫化石は,現在太平洋で3000m以深に生息する種類
が多い。

泥岩の堆積年代は共産する放散虫化石より前期中新

世である。

今回報告した礫質泥岩は本調査域北東市之瀬地域に

も分布しており (荒井ら,1978),単 に千葉山周辺に

限られずある程度の空間的拡がりを持っている・また

西南日本外帯の付加体堆積物よりなる日南層群 (Ku―

WANO, 1960),お よび和野層 (青柳・井上,1979)
からは今回報告したものと類似の砂質有孔虫化石群集

が報告されていることも考慮すると,今回記載した特
異な礫質泥岩および底生有孔虫化石群集が広く西南日

本外帯に拡がっている可能性が大きい・

本稿をまとめるにあたり,岩石学的,層序学的,古
生物学的観点より討論,助言をしていただいた国立科
学博物館,橋本光男,斎藤靖二 ;東京大学,鎮西清高
;静岡大学,岡 田博有,荒井章司 ;大阪大学,中世古
幸次郎の各氏, またノジュールの化学分析をしていた

だいた国立科学博物館,千葉とき子氏に深く感謝する
次第である。
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瀬戸川層群からの深海性底生有孔虫化石群集

Deep sea benthonic fOraminiferal assemblage of the Setogawa Croup

Hiroshi KITAZATO

Institute of Geosciences, Faculty of Science, Shizuoka University.  Shizuoka 422

Abstract

The deep sea foraminiferal assemblage obtained from the melang6 zone of the Setogawa Group
near Shimada City, Shizuoka Prefecture, central Japan (Fig. I ) is described and ecological as

rell as environmental interpretation is presented,

The lithology of the outcrop consists of tuffaceous siltstone with scatted gabbroic blocks, including
it The siltstone matrix contains very angular quartz, plagioclase, serpentine and cromian spihel
grains indicating a part of this rock was supplied from ultramafic and/or mafic rock source. The
gabbro is mainly composed of plagioclase and hornblende, and of epidote and chlorite as secondary

minerals. The calcareous nodules show rricritic texture of calcite with well-rounded quartz and
plagioclase grains. Some of the nodules form breccia-like shape indicating that they are broken
piece and some are buried obliquely to the bedding plane. Through these observations, the
calcerous nodules are interpreted as resedimented blocks. The dark green nodules have an
concentric internal structures which resemble closely to that of manganese nodules. The nuclear
of the nodule is green colured acidic tuf. With these field observations, the ocean bottom features
at the time of deposition of these rocks were reconstructed (Fig. a).

A total of 12 genera of benthonic foraminifera were identifled from the siltstone matrix, dark
green nodules and the surface of both gabbroic tlocks and calcareouse nodules (Table 3 ). All
of the foraminifera are agglutinated ones. Among them, the attached forms, Sagerina sp.,
Tolyparnrnina sp. and Lituotuba sp., occur mainly from the gabbro blocks, calcareous nodules,
and dark green nodules. On the other hand, the free living forms, Cyclammina spp., Haplophra.
gmoides spp. and others, are obtained only from the siltstone matrix. This observed diference
in the life habit of foraminiferal assemblage indicates that the gabbro blocks, calcareous nodules
and dark green nodules provided a hard substrate at that time. Most of the species of this
assemblage now live in the deep sea, below 3000 m, in the modern Pacific Ocean suggesting
that the depostion took place on the similar deep sea floor.

The geologic age of the siltstone matrix is Early Miocene, judging from the radiolarian fossils
coexisted with foraminifera.
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Explanation of Plate 26

1 a . Tufaceous siltstone (open nicol). bar = 0.5 mm

I b . Gabbro (cross nicol). bar = 0. 5 mm

1 c ' Calcareous nodule (cross nicol). bar = 0.5 mm

I d. Cross section of the dark green coloured nodule. bar = 1.0 cm

1 e . Dark green coloured nodule (open nicol). bar = 0. 5 mm

I f . Nuclear of dark green coloured nodule (open nicol). bar = 0.5 mm
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Explanion of Plate 27

Figs.la,b,c.GJο ″οψ′″ ολα′ο′′′s(JONES&PARKER)
IGSU― F-018, ×216.

Figs.2a,0. 為r´ψ′9クん″α多
“
οググ′ssp A

IGSU― F-019, ×120.

Figs.3a,b. A″ποグおι″s sp.

IGSU―F-020, ×156.

Fig.4・   Tοウクαπ″ルα sp.
ICSU― F-021, ×120.

Figs.5a,b.G′ο2″οψ′γ ″〃びα′お (JONES&PARKER)
IGSU―F-022, x120.

Fig.6・    R′ 9′んα
'Sp.

IGSU― F-023, ×120.

Figs,7a, b.のダα″″ど″α σαη
"″
α′α BRADY

IGSU― F-024, ×46.8.

Figs. 8a,b.  Rzehekinidae geno sp. indet.

IGSU― F-025, ×120.

Figs.9a,b.  IrOガ 9ク 72″αttο Jグ′s sp.

IGSU―F-026, X120.

(Al1 0f the specirnens are reposited in lnstitute of Geosciences, ShizuOka University.)
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